
○広島市と広島空港を結ぶ東西軸
の主要ルートは山陽自動車道が
該当するが、山陽自動車道では
渋滞や事故等が多発。

〇国道2号は空港アクセスルートを
担う東西軸道路として重要な路
線。空港アクセスルートのリダン
ダンシー確保が課題で、国道2号
の円滑化を図り、防災機能の充
実が必要。

一般国道２号 西条バイパス（下三永～八本松）における計画段階評価
し も み な が は ち ほ ん ま つさ い じ ょ う

１．当該地域の課題

②交通混雑による速度低下

図２ 旅行速度低下区間（ピーク時）

○東広島・安芸バイパスのR4年度開通により、西条バイパスは更なる交通需要が想定される。（図2）

①空港アクセスの強化 ②交通の円滑化 ③地域産業の支援 ④救急医療活動の円滑化

３．政策目標

２．原因分析

②ランプ合流部や交差点における国道２号西条バイパスへの交通集中

○西条バイパス区間は、東広島市の中心市街地を通過する幹線道路であり、通勤時間帯を中心に速度
低下が発生している。

資料：ETC2.0プローブデータ （R4.11 平日）

○当該区間は東広島市の市街地内を通過しており、広島市や広島空港など、東西の主要都市・拠点を結ぶ広域幹線道路。
○このため、周辺道路から当該区間のランプや平面交差点に交通が集中し、全線で交通容量を超過する。（図7）
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図７ 朝ピーク（７時台）の交通量状況
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写真1 西条バイパスの混雑
図１ 広島空港へのアクセス
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①空港アクセスが脆弱

④救急搬送の阻害
○東広島市には高度な医療が

受けられる三次救急医療機関
がなく、重篤患者等は広島市内
の医療機関に搬送するが、
現地から国道を利用して搬送
する上で西条バイパスの交通
混雑の影響を受ける等、搬送
時の速達性確保が課題。

③物流交通の円滑性阻害
○西条バイパスを含む国道2号は、

広島市・広島港への重要なアクセス
ルートだが、混雑により輸送力が
低下し、企業の部品輸送や資材
調達といった産業・経済活動に
影響を与えている。

○東広島市は、自動車関連の工場
・企業が多数立地している。
自動車関連工場ではジャストオン
タイムでの部品出荷が行われて
おり、物流の定時性確保が課題。 図３ 自動車関連工場の位置と部品の出荷

④スムーズな追い越しが困難な道路構造
○西条バイパスでは片側１車線で速度低下が発生

していることから、救急車両のスムーズな追い越
しができないなど、円滑な救急搬送が困難な状
況にある。（図10）（写真3）

ランプ付近の速度低下で
進行阻害される救急車 至 山口県

至 岡山県
写真３ 救急車両の進行阻害

【現状】
片側1車線

1車線かつ速度低下により
スムーズな追い越しが出来ない

図１０ 救急車両の走行状況

○東広島市内では市街地を中心に多くの
企業立地・増設が盛んな状況にあり、
地域の産業・経済活動が進展してきて
いる。（図8）

③沿線の人口増加や地域産業の進展による交通量の増加

○広島県全体の人口が減少傾向にある
中、東広島市の人口は増加傾向で、
社会活動も進展してきている。（図9）

図８ 企業立地の推移（東広島市） 図９ 東広島市の人口伸び率
資料：H17-R2 国勢調査
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H18.3 東広島バイパス
海田東～中野間開通

H26.3 東広島バイパス
中野～瀬野西間開通
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①空港アクセスの道路利用依存と山陽自動車道の影響

○山陽自動車道での事故や天候等による通行止めの
影響で、約80便/年の空港バスが運休を余儀なく
されている状況にある。（図6） 図５ 広島空港利用者の交通手段 図６ 山陽道利用（空港バス）の運休状況

資料：R1航空旅客動態調査 資料：H26-H28：第1回空港経営改革推進委員会資料より抜粋
H29-R3 ：広島県空港振興課
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○広島空港へのアクセスはバスや自動車等の道路
利用に依存しており、空港利用者の約８割を占める。
（図5）
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４．対策案の検討

評価項目 【案①】西条バイパス4車線整備案 【案②】西条バイパス4車線・交差点立体化案

道
路
整
備
に
よ
る

効
果
・
改
善
点

空港アクセス強化
（東西軸リダンダンシー確保）

○
国道利用の所要時間の短縮が見込まれ、交通容量が増加し、
山陽道通行止時の迂回路としての機能強化が図られる

○
国道利用の所要時間の短縮が見込まれ、交通容量が増加し、
山陽道通行止時の迂回路としての機能強化が図られる

混雑緩和 ○ 交通容量が増加し、円滑性が向上 ○ 交通容量が増加し、円滑性が向上

地域産業の支援 ○ 広島市中心部や広島港へのアクセスが向上し、物流の効率化を支援 ○ 広島市中心部や広島港へのアクセスが向上し、物流の効率化を支援

円滑な救急医療活動の確保 ○ 混雑が緩和され、所要時間の短縮が見込まれる ○ 混雑が緩和され、所要時間の短縮が見込まれる

配
慮
す
べ
き
点

工事の影響 ○ 現道を通行させながらの施工が可能である △ 立体交差点周辺の橋梁施工に伴い、現道の交通規制が生じる

既都市計画との整合 ○ 既都市計画に対応した整備である △ 既都市計画に対応しない整備のため、都市計画変更が必要

建設費 ○ 約270億円 △ 約360億円

総合評価 〇 △

一般国道２号 西条バイパス（下三永～八本松）における計画段階評価
し も み な が は ち ほ ん ま つさ い じ ょ う

■標準横断図

対応方針（案）：案①による対策が妥当

（参考）当該事業の経緯等
■計画段階評価の状況

■地域の要望等

・S50年2月 都市計画決定
・H28年8月 都市計画変更

・R4年6月 東広島市長が国土交通省に事業化要望

・R4年9月 東広島市長が国土交通省に事業化要望
・R4年11月 広島県知事が国土交通省に事業化要望

・R4年12月 東広島市長が国土交通省に事業化要望

＜トンネル部：案①案②＞ ＜土工部：案①案②＞ ＜橋梁部：案①案②＞

【計画概要】

・路線名 ： 一般国道2号

・区間 ： 東広島市西条町下三永

～東広島市八本松西

・概略延長 ： 9.2㎞

・車線数 ： 4車線

・設計速度 ： 80㎞/h（一部区間60km/h）

ひ が し ひ ろ し ま さ い じ ょ う ち ょ う し も み な が

ひ が し ひ ろ し ま は ち ほ ん ま つ に し

【案②】 ４車線化整備
＋交差点立体化案

立体化

【案①】 ４車線化整備案

＜交差点立体化部：案②＞

ランプ部ランプ部

事業箇所

み

そ
の

う

御
薗
宇
ラ
ン
プ

し
や
く
し
ょ
に
し

市
役
所
西

凡 例

対象区間 主要渋滞箇所・区間

高速道路 事故危険区間

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

市街化区域

その他道路

橋梁構造

トンネル構造

交通量台 /日

4車線 2車線

4車線 2車線

（国土数値情報・H30)

市区町 交差点

交通量（Ｈ27全国道路
・街路交通情勢調査）

防災道の駅
「西条のん太の酒蔵」
(R4.7月開業)


